
 

基本方針 
 

現況直視、目線を上に時代対応 
 

時代対応の出来ないものは滅びます。コロナ後のロータリーは必ず 

変革を余儀なくされると思います。ロータリアンの行動規範を基に 

いままで以上に必要とされる団体で在るために 

「我々は大丈夫」の信念で参りたいと思います。 
    

   S. 「 each one bring one 」 一人が一人に声かけ会員拡大!!  

 
1. 中核的価値観・新しい戦略的優先項目と目標（行動計画）の研修 

変わるであろうロータリーの形や運営方式、変えてはならないロータリーの 
奉仕哲学、４，５年先のクラブを考える⾧期検討委員会の開催。 

 
2. 地区リーダー・クラブリーダーの育成（変化する世界への迅速な対応） 

会員基盤を広げてロータリーの楽しさを知るためのセミナーの開催と、 
各クラブより参加いただきクラブリーダー候補のための研修会の開催。 

 
3. My ROTARY の活用推進（ロータリーを楽しむために） 

当地区は登録率が低い地区です。各クラブに登録目標を。       
ロータリーの友（他より学べ）・ガバナー月信（地区を知ろう）の通読奨励 
 

4. クラブ奉仕デーの開催  25％以上の会員以外の参加者で、財団 7 分野に 
関係ある事業、新しい環境問題の事業が他地区ではみられる。 

地域との繋がりを PR,ロータリーのイメージ向上に・・・ 
 
5. ロータリー財団への理解・米山奨学会への一層の理解と浸透を図る。 
   財団・に寄付したお金がどのように世界の困難な状況の解決に 

役立っているかを認識する。 

 

RI テーマ   
 

「奉仕しようみんなの人生を豊かにするために」  

SERVE TO CHANGE LIVES 
 
 



 

RI 重点項目 
 

1. 会員の基盤を広げる 
女性会員の拡大・ローターアクトクラブ・衛星クラブの新設等 

 
2. ロータリー奉仕デーの開催 

IM・献血・植樹・テーマ講演会・清掃・コロナ終息祈願等 
 

3. 女子のエンパワメントに力を注ぐ 
未来の女性リーダー支援・婦女子のパワハラ被害の防止 

 
 
ガバナー補佐へのお願い 
 

ロータリー団体は世界中に数千とある奉仕団体の中から 

透明性、健全性を審査基準に１２年連続４つ星を 

授与された世界に冠たる奉仕団体である。 

ロータリーを知らなければ、ロータリーを愛せません 

会員であることに誇りを持とう 
 

1. RI 会⾧テーマと地区方針の伝達 
・新年度前のクラブ訪問、年２～3 回の訪問 
・公式訪問前の担当クラブ毎の報告 

 
2. 会員増強への手助け 

・魅力ある例会・バーチャル例会への手助け 
・衛星クラブやインターアクト・ローターアクトの設立支援、 

 
3. クラブの未来ビジョン策定会議の奨励実施 

・未来ビジョンの策定と目標をクラブセントラルに入力要請 
・クラブセントラルよりロータリー賞へのチャレンジ 

 
4. IM の企画と実施に向けての運営アドバイス 

・ロータリーデーとの一緒の企画でも OK,ロータリアン以外の方々 
25％以上を巻き込んでロータリーの財団重点分野も考慮して・・ 

 
5. 行政を巻き込み RAC と IAC の拡大チャレンジ 

 
6. 地区委員⾧、地区委員との連携強化 



 

地区委員会へのお願い 
 

１． クラブ奉仕委員会 
クラブの効果的な楽しい例会の運営を支援することと、 
情報委員と連携、会員がクラブに奉仕することもクラブ奉仕。 
 

２． 会員増強委員会 
より多様な会員の勧誘で会員基盤の向上をはかる。 
入会 2～3 年会員のロータリー定着セミナーの開催 
 

３. 職業奉仕委員会 
職業奉仕の理念の伝播で重要性を学習する。 
 

４. 青少年奉仕委員会 
RI のローターアクトへの取り組みが変わります。アクトの新設を目指しましょう 
青少年交換事業とインターアクト・ライラも一歩進めましょう 
 

５. 米山奨学・学友委員会 
米山奨学会への理解と寄付の推進・及び学友会への認識。 
 

６. 地域奉仕委員会 
各クラブ毎に地区補助金活用のチェック・グローバル補助金活用事業の推進 
社会奉仕小委員会、国際奉仕・ロータリー学友小委員会、ロータリー財団委員会 
補助金・奉仕プロジェクト小委員会との連携のもと、スムースな奉仕事業の達成 
 

7. ロータリー財団委員会 
財団活動への理解・推進及び啓蒙、奉仕活動の根幹です 
補助金・奉仕プロジェクト小委員会、社会奉仕小委員会と国際奉仕・ロータリー 
学友小委員会との連携 
 
 

クラブ会⾧・幹事へのお願い 
 

Ｓ. 会員増強は地区とクラブのスペシャルターゲット 会⾧・幹事を先頭に 
 全会員一名の推薦を目指しての取り組みをお願いいたします。 
 Each One , Bring One  一人が一人に声かけよう 

 
1. クラブの健康度チェック  出席率が大事 

My ROTARY・ラーニングセンター・ロータリークラブセントラルの活用 
 
 



 

2. 活気ある例会の工夫・より充実させるために会⾧スピーチの重要性と外部講師 
（PG・ガバナー補佐・地区委員・米山奨学生等）の活用・オンライン例会・ 
姉妹クラブや友好クラブの締結についてのディスカッションなど 
バーチャル例会の開催（講師の多様化）で開かれた RC の PR で増強につなげる。 

 
3. ロータリー奉仕デーの企画。 IM と一緒でも OK 

地元ニーズの新しい奉仕プロジェクト 。一般の方々も巻き込んで・・ 
IAC・RAC 未開設グループは新クラブ開設研修を・・ 

（企業・行政・各種団体・子弟） 
 

4. 環境問題に関するクラブフォーラム開催 
財団の 6 つの重点分野プラス環境問題 
食糧・水・大気汚染・プラスチックごみ・ペーパーレス他 
 

5. 地区会議・セミナーへの参加協力 
クラブリーダー養成の為にも入会 3 年未満の方を各種活動に 
参加依頼、真のロータリアンに育成する 
 

６． ロータリー賞・ガバナー賞へのチャレンジ 
ロータリー賞は My ROTARY よりチャレンジ 
ガバナー賞は、10 項目より 3 項目以上達成 
（ガバナー賞の詳細は、27 ページをご参照ください） 

 



 

数値目標 
    〇 会員増強・会員維持 

全会員が協力し、会員増強を目指します。  
 

純増:各クラブ 1 名以上 
 
    〇 ロータリー財団への貢献 

ロータリー財団への寄付金は、クラブと地区が財団補助金を活用して最大限かつ 
持続可能な成果をもたらします。  

 
年間:150 ドル / 人 

 
    〇 米山奨学会への貢献 

ロータリー米山記念奨学会は、外国人留学生を支援する、民間最大の奨学団体です。 
将来日本と世界とを結ぶ「懸け橋」となって国際社会で活躍し、ロータリー活動の 
よき理解者となる人材を育成します。 

 
年間:15,000 円 / 人 

 

2021-2022 年度 ガバナー賞 
    〇 ガバナー賞は以下 10 項目より、3 項目以上達成されたロータリークラブを表彰します 
      １） 女性会員 3 名以上増強 
      ２） 会員増強１０％以上 
       ３） ロータリー財団寄付クラブ平均 150 ドル以上 

４） 米山奨学会寄付クラブ平均 15,000 円以上 
      ５） ロータリー財団補助金海外活用事業（地区補助金・ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ補助金ともに対象） 
      ６） 新規ローターアクトクラブスポンサー承認 
      ７） 新規インターアクトクラブスポンサー承認 
      ８） 新規姉妹クラブ締結 
      ９） クラブ例会年間出席率９０％以上 
   10） 衛星クラブの設立 
 
    〇 特に地域に貢献されたロータリークラブを表彰します 
      （ガバナー補佐の推薦により、審査の上決定） 
 
    〇 特にロータリー活動に貢献されたロータリアンを表彰します 
      （ガバナー補佐の推薦により、審査の上決定） 


